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だからこそ、あなたがたはあらゆる熱意を傾けて、

信仰には徳を、徳には知識を、

知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、

敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。

　　　　　　　　第二ペテロ１章５～７節

年間聖句
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主日礼拝
２０２０年　１１月 ２２日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 受付 ： 渡辺恵姉
　パワーポイント ： 本多悟兄　　　感謝の祈り ： 勝山幸子姉

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

勝 山 幸 子 姉

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 イェスが愛したように」

「 いのちの光」

聖歌５２０番「 ただ主を」

聖歌４０９番「 『われにこよ』 とイェス君は」

　創世記３章１４節～２４節

「 さばきと救いの約束」

聖歌４２８番「 とうとき泉あり」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

創世記３章１４節～２４節
14, 神である主は蛇に言われた。 「おまえは、 このようなことをしたので、

どんな家畜よりも、 どんな野の生き物よりものろわれる。 おまえは腹這い

で動き回り、 一生、 ちりを食べることになる。

15, わたしは敵意を、 おまえと女の間に、 おまえの子孫と女の子孫の間に

置く。 彼はおまえの頭を打ち、 おまえは彼のかかとを打つ。」

16, 女にはこう言われた。 「わたしは、 あなたの苦しみとうめきを大いに増

す。 あなたは苦しんで子を産む。 また、 あなたは夫を恋い慕うが、 彼は

あなたを支配することになる。」

17, また、 人に言われた。 「あなたが妻の声に聞き従い、 食べてはならな

いとわたしが命じておいた木から食べたので、 大地は、 あなたのゆえにの

ろわれる。 あなたは一生の間、 苦しんでそこから食を得ることになる。

18, 大地は、 あなたに対して茨とあざみを生えさせ、 あなたは野の草を食

べる。

19, あなたは、 顔に汗を流して糧を得、 ついにはその大地に帰る。 あなた

はそこから取られたのだから。 あなたは土のちりだから、 土のちりに帰る

のだ。」

20, 人は妻の名をエバと呼んだ。 彼女が、 生きるものすべての母だからで

あった。

21, 神である主は、 アダムとその妻のために、 皮の衣を作って彼らに着せ

られた。

22, 神である主はこう言われた。 「見よ。 人はわれわれのうちのひとりの

ようになり、 善悪を知るようになった。 今、 人がその手を伸ばして、 いの

ちの木からも取って食べ、 永遠に生きることがないようにしよう。」

23, 神である主は、 人をエデンの園から追い出し、 人が自分が取り出され

た大地を耕すようにされた。

24, こうして神は人を追放し、いのちの木への道を守るために、ケルビムと、

輪を描いて回る炎の剣をエデンの園の東に置かれた。

「さばきと救いの約束」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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メッセージ　ポイント

先週のポイントを復習します。
①罪を犯した人は主の御顔を避けるようになった。
②隠れる人に声をかけて下さる主
③人は罪を指摘されたが素直に悔い改めず神に責任をなすりつけた。
結論　罪の本質は間違える事失敗してしまうことではなく、 神に対して自分を隠してしまうことである。
私たち人間は罪を犯すとすぐに悔い改める。 と言うよりは、罪を犯したことを人に対しても神に対しても、
隠そうとしてしまう弱さがあることを学びました。
しかし、 そんな人のことを見捨てず、 隠れている人に対し、 悔い改めのチャンスを与えて下さいました。
そして、 即裁くのではなく待って下さる忍耐深い神様の愛があることも学びました。
しかし、 人は罪を指摘されても素直に悔い改めず責任を遠回しに神様のせいにしたのです。
私たち人間は自分の力で自分自身の罪を解決することはできないのです。
だからこそ、 罪の本質は、 私たちが失敗してしまう事ではなく、 失敗してしまう弱さを神に対して隠さ
ないことなのです。 罪の部分を隠すのではなく、 神様の前にもっていき、 悔い改めることが大切なの
です。
神様の前に罪は隠せないからこそ、 神様の前に差し出し、 変えていただかなければならない問うこと
を学びました。 　
本日の御言葉のポイントです。

１、 神から蛇に対しての問いかけは無かった。
　

２、 人が罪を犯した結果、 人に課題を与えられた主
　

３、 神は人の救いの計画をこの時からスタートされた。
　

結論　神の聖さを守るため、 また人を救いへ導くために炎の剣をエデンの園の東におかれ、 境界線を
はっきりとされた。

神は境界線をはっきりされた理由は？
１、 永遠の命を与えるいのちの木を守るためでもあった。
２、 人が自分の力で、 神との境界線を超えないようにするためでもあった。
３、 サタンの魔の手から人を救い出すためでもあった。

●まとめ　
人の罪の問題は、神から離れて自分の力で何もかも支配したくなるところにあるのです。それは人によっ
て現れ方の種類は違います。 しかし、 私たちは、 聖書から離れ、 神の声を聞こうとしなくなったならば、
神から始まっていると言いつつも、 徐々に神から遠ざかってしまう弱さがあるのです。 この徐々に離れ
ていくことがとても危険なのです。 　徐々に離れていく時、 自分が神様から離れていることに気が付か
ない場合が多いのです。 クリスマスが間もなく近づいてきます。 神様の愛の表れであるクリスマスの時
期を心から感謝し信じて待ち望む者でありたいです。

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原市場聖書教会牧師　若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 11月18日（水）

 11月15日（日) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　３人　　　　　　　　　　　　　３人

礼　　　　　拝   　３人    １０人   １１人　   ２４人

　　　　　　　　　（礼拝はオンライン参加者２名を含む）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  お休みでした。

祈　　り　　会　　 　　　　　１人　　　３人　　　４人

報　　　　告

本日午後の予定

11 月の誕生日

次週（11月 29 日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： ルカ１章２６節～３８節　

説　　教 ： 「謙虚に主に従ったマリヤ」　若村和仁師　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 「ここに愛が」　　　今月の賛美 「いのちの光」

　　　　　　　　聖歌１１８、 聖歌２９９、 聖歌５３９、 聖歌３８３

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 本多節子姉

集会案内

礼　　　　拝　　　 　　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
11月29日(日）

hi-b.a. 金曜合同集会　　　　 （会場 ： オンラインにて）・１１月２７日（金）

hi-b.a. 木曜合同集会　　　　・１１月２６日（木） （会場 ： オンラインにて）

ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　   9:30 ～ 10:15

清宮和夫兄　筒井宣広兄

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:00 頃11月25日(水）

☆礼拝後昼食会はありませんが自家焙煎珈琲をご用意しています。
★礼拝後、明日のオープンチャーチの準備と打ち合わせの時を持ちます

・１１月２４日～１１月２７日（火～金） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）

　６日 本多翔兄　７日 渡辺愛秀兄 石井颯人兄　１８日 ジェニファー姉　２０日 渡辺愛昭さん

先週の新来者

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆体調不良の方は、礼拝出席を無理せず zoom にて礼拝を中継いたしますのでご利用く
  ださい。また、礼拝堂に入られる時には、手の消毒をよろしくお願いいたします。
☆ 11 月に入っても感染の終息が見えません。礼拝中の賛美ですが、引き続き番数を減ら
　し礼拝をお捧げいたします。ご理解ご協力お願いいたします。
★ 11 月以降の予定
　昼食は 11 月もお休みいたします。zoom での礼拝中継はしばらく継続する予定です。
★ 11 月平日の集会予定
　・赤毛のアンは 11 月 24 日（火）

赤毛のアン（手芸＆洋裁クラス）　　　　　  　10:00 ～ 12:00 頃11月24日(火）

〈イベントのお知らせ〉
今年の「オープンチャーチ」は新型コロナウィルス感染防止の
観点から、テイクアウトのみの簡易な形で行うこととなりまし
た。
日時 :11 月 23 日 ( 祝 )10 時 30 分～ 13 時まで
内容 :コーヒーのテイクアウト販売、信仰書・グッズ販売、コー
ヒーショップ「Cafe Living Room 61」の焼き菓子販売
※天気が良い場合は外で行います
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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